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コード進行・メタ情報・楽曲特徴量に基づく音楽可視化	
 
 

上原美咲†1	
 	
 伊藤貴之†2 
 

概要：近年、楽曲の大量化に伴い、音楽の特徴に基づいた選曲技術が望まれている。そこで、本研究では楽曲特徴
量に加えて、曲の印象やアーティストの個性に大きく影響を与えているコード進行も考慮した音楽の可視化を提案す

る。まず、MIRtoolbox を用いて各楽曲の楽曲特徴量を抽出する。次に、ネット上にあるコード進行公開サイトから各

楽曲のコード進行の文字列データを生成し、文字列検索によって楽曲に含まれているコード進行を探し出す。最後に、

楽曲特徴量に基づいて曲を配置した散布図と、コード進行の類似度などを表した散布図によって、分析結果を表示す

る。本手法は、各ユーザの音楽嗜好に合った楽曲推薦や、アーティストや時代ごとの傾向分析など、さまざまな活用

が期待できる。 

 

Pop Music Visualization Based on Acoustic Features 
and Chord Progression 

 

Misa Uehara†1	
 Takayuki Itoh†2 
 

Abstract: Visualization is an extremely useful tool to understand similarity of impressions among large 
number of tunes, or relationships of individual characteristics among artists, effectively in a short time. 
We expect chord progressions are beneficial in addition to acoustic features to understand the 
relationships among tunes; however, there have been few studies on visualization of music collections 
with the chord progression data. In this paper, we present a technique for integrated visualization of 
chord progression, meta information and acoustic features in collections of large number of tunes. This 
technique firstly calculates the acoustic feature values of the given set of tunes. At the same time, the 
technique collates typical chord progression patterns from the chord progressions of the tunes given as 
sequences of characters, and records which patterns are used in the tunes. Our implementation 
visualizes the above information applying the dual scatterplots, where one of the scatterplots arranges 
tunes based on their acoustic features, and the other figures co-occurrences among chord progression 
and meta information. In this paper, we introduce the experiment with tunes of 20 Japanese pop 
musicians using our visualization technique. 

 
 

1. はじめに    

音楽プレイヤーの大容量化により，私達は日常生活にお

いて数多くの楽曲を気軽に持ち歩くことができるようにな

った．また，オンライン音楽配信サービスも普及し始め，

好きなだけ音楽を聴いて楽しむことができる時代になった．

一方で，一般的に未知の音楽は実際に聴かなければどんな

曲かわからないため，内容把握に時間がかかり，たくさん

の未知の楽曲の中から聴きたい曲を選ぶのが困難な場合も

ある．短時間で効率の良い選曲を支援する一手段として，

楽曲群における曲同士の印象やアーティスト同士の個性に

ついての関連性を表現する「可視化」は非常に有用である

といえる．これによって，曲同士がどれくらい似ているか，

アーティスト同士がどれくらい似た作曲傾向にあるかを視

覚的に知ることができ，曲の内容を推測することができる

ため，選曲の手がかりとなる．楽曲を分析する際には，デ

ンポやサウンドなどの楽曲特徴量に加え，楽曲進行の基礎
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となり曲の印象に大きな影響を与えるコード進行も役立つ

要素であると考えられる． 

本報告では，ポップス楽曲群のコード進行・メタ情報・

楽曲特徴量の統合可視化を提案する．本手法での可視化に

は，以下の 2種類の散布図を同一ウィンドウ中で左右に並

べたものを使用する． 

楽曲散布図：楽曲特徴量に基づいて楽曲群を配置した散

布図． 

メタ情報散布図：コード進行やメタ情報の共起性を表

現した散布図． 

本手法が想定するユーザ操作は以下のとおりである．まず

メタ情報散布図での対話操作により，興味のあるコード進

行やメタ情報をユーザが選択する．それに連動して本手法

では，ユーザが選択したコード進行やメタ情報に該当する

楽曲を，楽曲散布図でハイライトさせる．ここで散布図の

座標軸に割り当てる楽曲特徴量を選ぶことで，コード進行

やメタ情報と楽曲特徴量との関係も同時に可視化できる． 

本研究が目指す用途として，ユーザの日常的な音楽鑑賞

における選曲効率を向上する他に，次のような応用も考え

られる．ユーザが好む楽曲における楽曲特徴量やコード進
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行の共通点を導き出し，それをもとにユーザの音楽嗜好に

合わせた楽曲推薦ができる．また，時代や曲調などに関連

したコード進行の流行について知識を得ることができる．

作曲を学んでいる学生にとっては，各アーティストのコー

ド進行の傾向分析に役立つ．以上のほかにも，可視化に適

用している散布図の操作が自在であることから，さまざま

な応用が期待できる． 

 

2. 関連研究  

	
 楽曲特徴量に基づいて楽曲群を可視化することで音楽推

薦を支援する手法の例として，MusiCube[1]があげられる．

MusiCubeは楽曲特徴量を軸として各楽曲を配置し，ユーザ

の嗜好に適合する楽曲が特徴量空間でどのように分布する

かを可視化する手法である．対話型進化計算を用いてユー

ザに楽曲を提示する機能を備えており，短時間で満足度の

高い推薦結果を得ることができると同時に，自身の嗜好が

楽曲特徴量とどのような関係性があるのかを把握できる． 

また，コード進行に基づいて楽曲を分析する研究の例と

して，コード進行をテキストに置き換えてテキストマイニ

ング技術を適用することで解析する手法[2]，曲の楽譜から

コード進行の推移行列を作成し，非対称多次元尺度構成法

によってコード進行マップを生成する構造分析手法[3]，五

度圏上にて近親調の考えを用いて定義したコード進行の類

似度により楽曲をクラスタリングする手法[4]がある．  

	
 以上にあげた手法はいずれも楽曲特徴量とコード進行

のどちらかのみを考慮した分析である．それに対して本研

究は，楽曲特徴量とコード進行の両方を統合した可視化に

より，より多角的に楽曲間の類似度を観察することを目標

にする．また本研究の提案手法は，コード進行による楽曲

の分析だけでなく，アーティストや年代といったメタデー

タの観点からの類似度や，メタデータとユーザの嗜好との

相関関係を，可視化結果である散布図上の距離から直感的

に捉えることができる点が特徴である． 

 

3. 提案手法  

	
 本手法は大きく分けて，楽曲特徴量の抽出，コード進行

の抽出，コード進行の検索，分析結果の表示の４段階で構

成される．詳細について以下に論述する． 

 

3.1 楽曲特徴量抽出  

	
 まず各楽曲から楽曲特徴量を抽出する．楽曲特徴量の抽

出には，数値解析ソフトウェア MATLAB の上に実装され

た楽曲特徴分析パッケージ MIRtoolbox[5]を用いる．

MIRtoolboxで抽出可能な特徴量のうち，現時点の我々の実

装では RMSenergy（音量平均値），Tempo（テンポ平均値），

Brightness（1500Hz以上の音が占めるパワー比率），Spectral 

irregularity（音質の変化の大きさ），Inharmonicity（根音に

従っていない音の量），Mode（major と minor の音量の差）

を使用する． 

 

3.2 コード進行抽出  
	
 次に各楽曲からコード進行を抽出する．現時点の我々の

実装では，インターネット上にある J-POPコード進行公開

サイト[6]から各曲のコード進行を公開する HTML ファイ

ルを入手し，コード記載部分を抽出することで文字列デー

タを生成する．また，後にコード進行を比較しやすいよう

にするため，全ての楽曲の調性を Cメジャーに移調してお

く． 

 

3.3 コード進行検索  
	
 続いて各楽曲中における特定のコード進行の有無を検出

する．あらかじめ用意した頻出コード進行を文字列として

登録した上で，3.2 節に示した処理で生成した文字列デー

タに対して文字列検索を実行し，頻出コード進行と一致す

る文字列があった場合にはそのコード進行が含まれている

曲とする．現時点の我々の実装では，表 1に示す J-POPに

よく使われる代表的なコード進行 9種類を用いている． 

 

表 1. 代表的なコード進行一覧 

 

 

3.4 分析結果の表示  
	
 まず可視化の対象となる楽曲群のデータをスプレッドシ

ート形式で生成する．各楽曲について，3.1 節に示した楽

曲特徴量を列挙し，続いて 3.3 節で示したコード進行の

各々について，曲中に含まれていた場合には真を，含まれ

ていなければ偽を記録する．同様に，特定のリスナーが気

に入ったか否か，特定のアーティストの曲であるか否かと

いったメタ情報を，真または偽の 2値で列挙する． 

	
 分析結果の表示には，図 1に示す 2種類の散布図を用い

る．図 1(左)に示す楽曲散布図では，各プロットが楽曲を表

している．横軸と縦軸には，3.1 節で示した楽曲特徴量の

うち 2値を割り当てている．ユーザは 2軸に割り当てる特

徴量を随時選択できる．一方で図 1(右)に示すメタ情報散布
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図では，各プロットが「作曲者が Aである」や「コード進

行パターン Cが含まれている」といった属性を表している．

ここで楽曲の総数を nとし，任意の 2属性で「真」が共起

する曲数を nCとしたとき，本手法では 2 属性間の距離を

1-nC/nと定義する．この定義により，「真」が共起する曲数
が多い属性は距離が近いとみなされる．この距離を全ての

2 属性間について算出することで距離行列を生成し，これ

に多次元尺度法（MDS: Multi-Dimensional Scaling）を適用

することで，メタ情報散布図を構成する各属性の散布図上

の位置を算出する．この散布図上で近くに配置された属性

を観察することで例えば，どの作曲者がどんなコード進行

パターンを多用し，どのリスナーの好みに近いかというこ

とがわかる． 

	
 また我々が実装する可視化手法では，メタ情報散布図で

興味のある属性をマウスで選択すると，楽曲散布図にて該

当する曲が色付けられるという機能も備えている．この機

能を利用することで，その属性に該当する各楽曲を，楽曲

特徴量の面から詳しく観察することができる． 

 

 

図 1. 分析結果の表示例 

 

4. 実行結果と考察  

我々は表 2にある 20組のアーティストについて各 5曲ず

つ，計 100曲を選曲して可視化した．可視化結果の全体を

図 2に，属性選択時の可視化結果を図 3に，可視化結果の

右側散布図の拡大図を図 4に示す． 

 

表 2. アーティスト一覧 

 

 

図 2. 可視化結果（全体） 

 

 
図 3. 属性選択時の可視化結果 

 

 

図 4. 可視化結果（右側散布図） 

 

	
 メタ情報散布図で興味のある属性をマウス操作で選択す

ると，図 3のように楽曲散布図で該当する曲が色付けられ

る．図 3では楽曲散布図の横軸に音量平均値，縦軸がテン

ポを割り当てている． 

次に，図 4の各点の距離から，アーティスト間の関連性

について，直感的に以下の点が推測できる． 

l Mr.Children，サザンオールスターズ，Kiroro は，似
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たコード進行を使う傾向にある．  

l 小田和正，松任谷由実，aiko は，似たコード進行を

使う傾向にある． 

以下の図 5,6 に，アーティスト別コード進行出現回数を示

す．図 5を見ると，Mr.Children，サザンオールスターズ，

Kiroroは，Chord2の J-POP進行（王道進行）を多用し，そ

の他の頻出コード進行は今回の対象楽曲にはほとんど使っ

ていないという共通点がある．一方，図 6を見ると，小田

和正，松任谷由実，aikoは，Chord2以外の頻出コード進行

も取り入れていることがわかる． 

 

 
図 5. アーティスト別コード進行出現回数(1) 

 

 
図 6. アーティスト別コード進行出現回数(2) 

 

	
 続いて，図 4の各点の距離から，アーティストとコード

進行の関連性について，直感的に以下の点が推測できる． 

l Chord3 を最もよく使うアーティストは小室哲哉で

ある． 

l ア ー テ ィ ス ト か ら 離 れ た 距 離 に 位 置 す る

Chord1,Chord2,Chord3,Chord6などは，多くのアーテ

ィストがよく使うコード進行であり，あるアーティ

ストに近い距離に位置するChord4,Chord7,Chord9な

どは，使われる回数が少なく，そのアーティストの

個性に影響する特殊なコード進行である． 

以下の図 7 に Chord3 のアーティスト別出現回数を，図 8

にコード進行別の合計出現回数を示す．図 7より小室哲哉

が最も多く Chord3 の小室哲哉進行を用いていることがわ

かる．また，図 8 を見ると，Chord1,Chord2,Chord3,Chord6

は出現回数が多く，Chord4,Chord7,Chord9 は出現回数が少

ないという共通点がある． 

	
 このように可視化結果から直感的に得られる視覚的情報

と，実際の楽曲分析結果は大凡整合していた． 

 
図 7. Chord3のアーティスト別出現回数 

 

 
図 8. コード進行別の合計出現回数 

 

	
 また，図 9からも興味深い傾向が読み取れる．図 9では，

ユーザがメタ情報散布図で chord1 と chord2 を選択し，楽

曲散布図にて chord1を使っている楽曲は赤，chord2を使っ

ている楽曲はオレンジにハイライトされている．特に，赤

とオレンジの両方の色でハイライトされている楽曲は，横

軸を RMSenergy，縦軸を Tempoとした時に，楽曲散布図の

左上に集中して表示されている．したがって，chord1 と

chord2 の両方を使っている楽曲は，RMSenergy が小さく，

Tempoが速い傾向にあることがわかった． 

 

 

図 9. 可視化結果例 
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5. まとめと今後の課題  

	
 	
 本報告では，楽曲特徴量とコード進行・メタ情報に基づ

いた 2つの散布図を生成し，楽曲群における曲同士の印象

やアーティスト同士の個性についての関連性を表現する可

視化手法を提案した．実行結果から，曲の印象やアーティ

ストの特徴が読み取れることがわかった． 

	
 	
 今後の課題として，以下の点に取り組みたい． 

l コード進行検索の汎用化 

l 楽曲散布図の軸となる特徴量の自動選出機能 

l メタ情報散布図にてユーザの嗜好の組み込み 

	
 コード進行検索の汎用化については，あらかじめ設定し

た頻出コード進行と例えば一カ所だけが異なるといったよ

うな似た響きをもつコード進行があった場合に，同じコー

ド進行を含むとみなせるように検索方法を工夫したい．特

徴量の自動選出については，メタ情報散布図で属性を選択

して楽曲散布図にて該当する楽曲がハイライトされた際に，

同じ色が固まって表示されることでメタ情報と楽曲特徴量

の関係を読み取りやすくするような 2軸を自動的に選出す

る機能を開発したい．また，ユーザアンケートを実施して

メタ情報散布図にユーザの嗜好を組み込み，より効果的な

可視化結果を得られるように改良したい． 
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